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～蝙躙魏鋏ン蝠踪～

安だしてください、ますます発展中ですよ

令不□4年 9月に実施した「手伝つてほしいことアンケート」の結果をもとに、

令和5年7月から、鴨居チョイボラのメニューと対象者を拡大しました。

◎メニュー :草刈 り、枝切 り、電球交換、家具の移動、 ごみ出し等

※ 上記以外の内容については要相談

◎対 象 者 :鴨居地区にお住まいの自治会加入者でお困りの方 (年齢制限な し)

さらに、アンケートの回答で希望の多かつた「スマホ・パソコンの操作」について、

「いきいきサロン鴨居」と連携して「スマホ相談会」を開催しました。

今後も継続して開催していきますので、皆様のご参加お待ちしています !

スマホ相談会はじめました !
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鴨居地区の自治会員の方で、スマホ操作に困つている方のサポートや、チョイボラサポーター

の活躍の機会を増やすこと等を目的に、6～ 8月で試行実施を行い、11月からは「いきいき

サロン鴨居」の行事として毎月開催しています。これまで延べ 58名の参加があり、自治会員

の新たな交流の場にもなつています。

:【 こんな相談がありました 】

:・ LINEで動画や写真のデータを送りたい。また、送られた

:。 3冒重言冨ヒ行総軽ぃ方を教えてほしい。
]・ 機種変更をしたら今までのアプリが使えなくなつた。

: また使えるようにしたい。

・・写真を見る時、画面の回転 (向きを変える)ができない。
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令不□5年12月 9日 (土)に鴨居会館において、第2回みどりのわ。ささえ愛プラン鴨居

地区別計画推進策定委員会を開催しました。「鴨居チョイボラ」の活動事例やコ∵ディネー
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・第六地区では、依頼のほとんどが草とりで特定の
サポーターに繰り返し対応をお願いしていた。

・他のサポーターとの面識がな<、 情報交換もなかった
ため、課題として感じていた。

・課題解決のため、登録サポーターの連絡網を作成、
顔合わせ会議を開催した。

・また、改めてチョイボラの活動目的を共有し、地区
の方針として、全員が情報を共有することとした。

・現在は、依頼があつた際、対応が完了した際には
全サポーターに情報を伝達している。

・地区内には、チョイボラニュースを配布して活動の

周知もしている。 ξ
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・チヨイボラの相談で通院介助、家族の見守り、子どもの 3
サポート等があった場合、どう対応したらよいか。   :

念象9賃
触もあり、事故等のリスクも考えると躊躇して

 :
・重座に迷うものは、コーディネータ

=で集まって対応
ルrルを決めてはどうな二基本の考え方はちょっとした
ボランティア、その中でどこまでできるか考える。

・ケアプラザ等の相談機関へ繋ぐことや、対応できる団体
を案内することだけでもチョイボラの役割を果たして
しヽる。

・メニューの出し方も考えた方が良い。_
・現場を見て、状況をよ<把握してから対応できるか判断

L/tい <と良いのではないか。コーディネーターの権限
をもっと強くしても良いのではないか。

量

相談を受けた際は、コーディネーターの皆さんも是非
現地に行つて状況を見てほしい。新しい繋がりが出来
たり、知らなかつた地域の様子も知ることができると
思う。
20`瑠負 30年後も活動を続けてしヽするようにみんなで
頑張りましょう !
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木村委員長

<鴨居地区別計画推進策定委員会 構成団体等> (順 不同・敬称略)

●連含自治会 ●各自治会 ●地区社会福祉協議会 ●民生委員・ 児童委員 ●青少年指導員 ●会館運営委員会
●家庭防災員 ●保健活動推進員 ●消費生活推進員 ●鴨居おやじの会 ●鴨居消防団 ●鴨居チョイボラ

<作成協力> 鴨居地域ケアプラザ ・ 緑区社会福祉協議会 ・ 緑区役所




